
出
前
文
学
講
座

平
成
二
十
一
年
十
月
八
日

赤
堀
公
民
館

「
忠

臣

蔵

を

考

え

る
」
①

群
馬
県
立
女
子
大
学
教
授

北

川

和

秀

赤

穂

事

件

関

係

年

表

将
軍

年
号

西
暦

月
日

事

項

家
光

正
保
二

一
六
四
五

六
・
二
二

浅
野
長
直
、
播
磨
国
赤
穂
に
移
封

家
綱

寛
文
元

一
六
六
一

赤
穂
城
完
成

七

一
六
六
七

八
・
一
一

浅
野
長
矩
、
江
戸
本
邸
に
生
ま
れ
る

延
宝
三

一
六
七
五

三
・
二
三

浅
野
長
矩
、
襲
封
（
９
歳
）

綱
吉

天
和
三

一
六
八
三

二
・

六

浅
野
長
矩
、
勅
使
饗
応
役
を
拝
命
（

歳
）

17

三
・

七

吉
良
義
央
、
高
家
肝
煎
と
な
る
（

歳
）

43

二
五

浅
野
長
矩
、
勅
使
饗
応
役
を
勤
め
る

四
・

九

あ
ぐ
り
（

歳
）
、
浅
野
長
矩
に
輿
入
れ

12

元
禄
元

一
六
八
八

一
一

柳
沢
保
明
、
側
用
人
と
な
る

七

一
六
九
四

二
・
一
一

中
山
安
兵
衛
、
高
田
馬
場
で
決
闘
（

歳
）

25

一
四

一
七
〇
一

一
・
二
八

吉
良
義
央
、
年
頭
の
賀
使
と
し
て
御
所
に
参
内
（

歳
）

61

二
・

四

浅
野
長
矩
、
勅
使
饗
応
役
を
拝
命

二
九

吉
良
義
央
、
江
戸
に
帰
着

三
・
一
一

勅
使
・
院
使
、
江
戸
に
到
着

一
二

勅
使
・
院
使
、
将
軍
綱
吉
に
拝
謁

一
四

浅
野
長
矩
、
吉
良
義
央
に
刃
傷
。
長
矩
、
即
日
切
腹
（

歳
）

35

一
五

浅
野
大
学
、
閉
門
。
赤
穂
受
城
使
任
命

一
七

浅
野
家
上
屋
敷
等
収
公

一
九

急
使
、
赤
穂
に
到
着

二
〇

赤
穂
藩
で
藩
札
引
き
替
え
開
始

二
六

吉
良
義
央
、
役
職
辞
任

二
七

赤
穂
城
中
に
お
い
て
大
評
定
始
ま
る

四
・
一
六

受
城
使
、
赤
穂
城
下
に
到
着

一
九

城
明
け
渡
し
完
了

六
・
二
五

大
石
内
蔵
助
、
赤
穂
城
下
を
退
去

将
軍

年
号

西
暦

月
日

事

項

二
八

大
石
内
蔵
助
、
京
都
山
科
に
転
居

八
・
一
九

吉
良
義
央
、
呉
服
橋
門
内
か
ら
本
所
一
ツ
目
へ
屋
敷
替
え

一
二
・
一
二

吉
良
義
央
、
隠
居

一
五

一
七
〇
二

一
・
一
一

第
一
次
山
科
会
議

一
四

萱
野
三
平
切
腹

二
・
一
五

第
二
次
山
科
会
議

四
・
一
五

大
石
内
蔵
助
、
妻
子
を
離
別

七
・
一
八

浅
野
大
学
、
広
島
浅
野
本
家
に
永
の
預
か
り
と
な
る

二
八

円
山
会
議
。
仇
討
ち
決
定

一
〇
・

七

大
石
内
蔵
助
、
京
都
を
出
立

二
三

大
石
内
蔵
助
、
鎌
倉
に
到
着

二
六

大
石
内
蔵
助
、
川
崎
に
到
着

一
一
・

五

大
石
内
蔵
助
、
江
戸
に
到
着

二
九

大
石
内
蔵
助
、
金
銀
請
払
帳
を
瑶
泉
院
用
人
に
提
出

一
二
・

五

討
入
り
予
定
日
。
将
軍
の
柳
沢
邸
お
成
り
の
た
め
延
期

一
四

赤
穂
浪
士
、
吉
良
邸
に
討
入
り
。
義
央
を
討
ち
取
る

一
五

赤
穂
浪
士
、
大
名
四
家
に
お
預
け

二
三

幕
府
で
評
定
が
行
わ
れ
る

一
六

一
七
〇
三

二
・

四

赤
穂
四
十
六
士
、
切
腹
。
吉
良
義
周
は
信
濃
高
島
に
配
流

四
・
二
七

四
十
六
士
の
遺
児
で
十
五
歳
以
上
の
者
を
伊
豆
大
島
に
配
流

宝
永
元

一
七
〇
四

六･

二

上
杉
綱
憲
、
江
戸
で
没
す
（

歳
）

42

八･

八

吉
良
義
央
の
妻
富
子
、
江
戸
で
没
す
（

歳
）

62

三

一
七
〇
六

一･

二
〇

吉
良
義
周
、
配
流
先
の
信
濃
高
島
で
没
す
（

歳
）

22

八･

一
二

桂
昌
院
一
周
忌
の
大
赦
に
よ
り
、
大
島
配
流
の
遺
児
、
赦
免

六

一
七
〇
九

一･

一
〇

将
軍
綱
吉
没
す
（

歳
）

64

家
宣

八･

二
〇

綱
吉
死
去
の
大
赦
に
よ
り
、
浅
野
大
学
赦
免

七

一
七
一
〇

九･

一
六

浅
野
大
学
、
五
百
石
を
賜
わ
り
、
浅
野
家
再
興

家
継

正
徳
三

一
七
一
三

内
蔵
助
の
遺
児
大
三
郎
、
浅
野
本
家
に
千
五
百
石
で
仕
官

四

一
七
一
四

六･

三

瑶
泉
院
没
す
（

歳
）

43

家
重

延
享
四

一
七
四
七

寺
坂
吉
右
衛
門
没
す
（

歳
）

83

寛
延
元

一
七
四
八

八
・
一
四

大
坂
の
竹
本
座
で
人
形
浄
瑠
璃
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
初
演

二

一
七
四
九

二
・

六

江
戸
の
森
田
座
で
歌
舞
伎
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
初
演





①
今
朝
公
卿
拝
謁
の
た
め
、
表
に
わ
た
ら
せ
ら
る
る
こ
ろ
、
留
守
居
番
梶
川
与
惣
兵
衛
頼
照
は
御
台
所
御

使
奉
は
り
、
公
卿
の
旅
館
に
赴
く
に
よ
り
、
そ
の
事
議
す
る
と
て
、
白
木
書
院
の
廊
下
に
て
、
高
家
吉
良

上
野
介
義
央
と
立
な
が
ら
物
語
せ
し
に
、
館
伴
浅
野
内
匠
頭
長
矩
義
央
が
後
よ
り
、
宿
意
あ
り
と
い
ひ
な

が
ら
、
少
さ
刀
も
て
切
付
た
り
。
義
央
驚
き
振
む
く
所
、
ま
た
眉
間
を
切
る
。
与
惣
兵
衛
頼
照
は
そ
の
ま

ゝ
長
矩
を
抱
留
し
に
、
義
央
が
同
僚
も
か
け
集
り
、
義
央
を
も
引
立
て
他
所
に
ま
か
る
。
よ
て
公
卿
の
拝

謁
も
黒
木
書
院
に
て
行
は
る
。
長
矩
を
ば
目
付
天
野
伝
四
郎
富
重
、
曽
根
五
郎
兵
衛
長
賢
請
取
、
蘇
銕
間

杉
戸
の
内
に
入
れ
て
、
目
付
多
門
伝
八
郎
重
共
并
に
徒
小
人
目
付
多
く
つ
き
そ
ひ
た
り
。
先
義
央
に
意
趣

を
た
ゞ
さ
れ
し
に
、
更
に
覚
な
き
よ
し
を
申
に
よ
り
、
義
央
は
乗
物
に
の
ら
せ
、
平
川
門
よ
り
帰
宅
せ
し

め
、
長
矩
は
田
村
右
京
大
夫
建
顕
に
あ
づ
け
ら
れ
、
館
伴
を
ば
戸
田
能
登
守
忠
真
に
か
へ
命
ぜ
ら
る
。

か
く
て
目
付
鈴
木
源
五
右
衛
門
利
雄
、
五
郎
兵
衛
長
賢
を
ば
伝
奏
邸
に
つ
か
は
さ
れ
、
長
矩
が
家
人
の

騒
擾
を
静
め
し
め
ら
る
。
親
縁
戸
田
釆
女
正
氏
定
も
同
じ
事
奉
り
て
ま
か
る
。
長
矩
が
宅
に
は
目
付
伝
八

郎
富
重
、
近
藤
平
八
郎
重
興
つ
か
は
さ
れ
、
親
縁
釆
女
正
氏
定
、
水
野
監
物
忠
之
、
小
姓
組
番
頭
戸
田
伊

豆
守
政
倚
、
山
田
奉
行
浅
野
美
濃
守
長
恒
を
も
つ
か
は
さ
る
。
義
央
が
宅
に
も
高
家
品
川
豊
前
守
伊
氏
、

目
付
逸
見
五
左
衛
門
義
永
を
つ
か
は
さ
る
。

こ
の
夜
大
目
付
庄
田
下
総
守
安
利
、
目
付
大
久
保
権
左
衛
門
忠
鎮
、
多
門
伝
八
郎
重
共
を
右
京
大
夫
建

顕
が
宅
に
つ
か
は
さ
れ
、
長
矩
に
死
を
た
ま
ふ
。
時
所
を
も
わ
き
ま
へ
ず
、
ひ
が
挙
動
せ
り
と
て
な
り
。

こ
の
長
矩
は
釆
女
正
長
友
が
子
な
り
。
延
宝
三
年
三
月
廿
三
日
家
つ
ぎ
五
万
石
を
領
し
、
そ
の
四
月
七

日
初
見
し
、
八
年
八
月
十
八
日
叙
爵
し
内
匠
頭
と
称
し
、
三
十
五
歳
な
り
し
と
ぞ
。

ま
た
義
央
は
罪
な
き
に
よ
て
、
刀
疵
治
療
す
べ
し
と
の
御
旨
を
、
高
家
畠
山
民
部
大
輔
基
玄
、
大
友
近

江
守
義
孝
、
大
目
付
仙
石
伯
耆
守
久
尚
つ
た
ふ
。
（
日
記
、
寺
伝
、
憲
廟
実
録
、
藩
翰
譜
続
）

（
世
に
伝
ふ
る
所
は
、
吉
良
上
野
介
義
央
歴
朝
当
職
に
あ
り
て
、
積
年
朝
儀
に
あ
づ
か
る
に
よ
り
、
公
武

の
礼
節
典
故
を
熟
知
精
練
す
る
こ
と
、
当
時
そ
の
右
に
出
る
も
の
な
し
。
よ
て
名
門
大
家
の
族
も
、
み
な

曲
折
し
て
か
れ
に
阿
順
し
、
毎
事
そ
の
教
を
受
た
り
。
さ
れ
ば
賄
賂
を
む
さ
ぼ
り
、
其
家
巨
万
を
か
さ
ね

し
と
ぞ
。
長
矩
は
阿
諛
せ
す
、
こ
た
び
館
伴
奉
り
て
も
、
義
央
に
財
貨
を
あ
た
へ
ざ
り
し
か
ば
、
義
央
ひ

そ
か
に
こ
れ
を
に
く
み
て
、
何
事
も
長
矩
に
は
つ
げ
し
ら
せ
ざ
り
し
ほ
ど
に
、
長
矩
時
刻
を
過
ち
礼
節
を

失
ふ
事
多
か
り
し
ほ
ど
に
、
こ
れ
を
う
ら
み
、
か
ゝ
る
こ
と
に
及
び
し
と
ぞ
。
）

（
『
徳
川
実
紀
』
元
禄
十
四
年
三
月
十
四
日
条
）

＊
『
徳
川
実
紀
』
は
江
戸
幕
府
が
編
纂
し
た
徳
川
家
の
歴
史
。
全
五
一
六
巻
。
文
化
六
年
（
一
八
〇

九
）
着
手
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
成
立
。

②
去
年
三
月
、
内
匠
儀
伝
奏
御
馳
走
之
儀
に
付
、
吉
良
上
野
介
殿
へ
意
趣
を
含
み
罷
り
在
り
候
処
、
御
殿

中
に
於
い
て
当
座
遁
れ
難
き
儀
御
座
候
か
、
刃
傷
に
及
び
候
。
時
節
場
所
を
弁
へ
ざ
る
働
き
無
調
法
至
極

に
付
き
、
切
腹
仰
せ
付
け
ら
れ
、
領
地
赤
穂
城
召
上
げ
ら
れ
候
儀
、
家
来
共
迄
畏
れ
入
存
じ
奉
。
上
使
の

御
下
知
を
請
ひ
、
城
地
を
指
上
げ
、
家
中
早
速
離
散
仕
り
候
。
右
喧
嘩
之
節
、
御
同
席
御
抑
留
之
御
方
こ

れ
在
り
、
上
野
介
殿
討
留
め
申
さ
ず
、
内
匠
末
期
残
念
之
心
底
、
家
来
共
忍
び
難
き
仕
合
に
御
座
候
。
高

家
御
歴
々
に
対
し
、
家
来
共
欝
憤
を
挟
み
候
段
、
憚
に
存
じ
奉
り
候
得
共
、
君
父
之
讐
は
、
共
に
天
を
戴

く
べ
か
ら
ざ
る
の
儀
、
黙
止
し
難
く
、
今
日
上
野
介
殿
御
宅
え
推
参
仕
り
候
。
偏
に
亡
主
之
意
趣
を
継
ぎ

候
志
迄
に
御
座
候
。
私
共
死
後
、
若
し
御
見
分
之
御
方
御
座
候
は
ば
、
御
披
見
願
ひ
奉
る
こ
と
、
か
く
の

如
く
に
御
座
候
。
以
上

（
浅
野
内
匠
家
来
口
上
）

③
…
…
（
前
略
）
…
…
さ
候
は
ば
、
内
匠
殿
を
呼
び
参
り
候
や
う
申
し
遣
は
し
候
と
こ
ろ
、
す
な
は
ち
内

匠
殿
参
ら
れ
候
ゆ
ゑ
、
拙
者
儀
今
日
伝
奏
衆
へ
御
台
様
よ
り
の
御
使
を
相
勤
め
候
間
、
諸
事
宜
し
き
や
う

頼
み
入
る
由
申
す
。
内
匠
殿
、
「
心
得
候
」
と
て
本
座
へ
帰
ら
れ
候
。
そ
の
後
御
白
書
院
の
方
を
見
候
へ

ば
、
吉
良
殿
御
白
書
院
の
方
よ
り
来
り
申
さ
れ
候
ゆ
ゑ
、
ま
た
坊
主
に
呼
び
に
遣
は
し
、
吉
良
殿
へ
そ
の

段
申
し
候
へ
ば
、
承
知
の
由
に
て
こ
の
方
へ
参
ら
れ
候
間
、
拙
者
大
広
間
の
方
へ
出
候
て
角
柱
よ
り
六
、

七
間
も
あ
る
べ
き
所
に
て
双
方
よ
り
出
合
い
、
互
に
立
ち
居
候
て
、
今
日
御
使
の
刻
限
早
く
相
成
り
候
義

を
一
言
二
言
申
し
候
と
こ
ろ
、
誰
や
ら
ん
吉
良
殿
の
後
よ
り
、
「
こ
の
間
の
遺
恨
覚
え
た
る
か
」
と
声
を

懸
け
、
切
り
つ
け
申
し
候
。

そ
の
太
刀
音
は
強
く
聞
こ
へ
候
へ
ど
も
、
後
に
承
り
候
へ
ば
、
存
の
外
切
れ
申
さ
ず
、
浅
手
に
て
こ

れ
あ
り
候
。

我
等
も
驚
き
見
候
へ
ば
、
御
馳
走
人
の
内
匠
頭
殿
な
り
。
上
野
介
殿
、
「
こ
れ
は
」
と
て
後
の
方
へ
ふ

り
む
き
申
さ
れ
侯
と
こ
ろ
を
ま
た
切
り
付
け
ら
れ
候
ゆ
ゑ
、
我
等
方
前
へ
向
き
て
逃
げ
ん
と
せ
ら
れ
し
所

を
ま
た
二
太
刀
ほ
ど
切
ら
れ
申
し
候
。
上
野
介
殿
そ
の
ま
ま
う
つ
む
き
に
倒
れ
申
さ
れ
候
。

吉
良
殿
倒
れ
候
と
大
方
と
た
ん
に
て
、
そ
の
間
合
は
二
足
か
三
足
ほ
ど
の
事
に
て
組
み
付
き
侯
や
う

に
覚
え
申
し
候
。

右
の
節
、
我
等
片
手
は
内
匠
殿
小
刀
の
鍔
に
あ
た
り
候
ゆ
ゑ
、
そ
れ
共
に
押
し
付
け
す
く
め
申
し
候
。

そ
の
内
に
近
所
に
居
合
せ
申
さ
れ
候
高
家
衆
な
ら
び
に
内
匠
殿
同
役
左
京
殿
な
ど
駆
け
付
け
ら
れ
、
そ
の

ほ
か
坊
共
も
見
及
び
候
と
こ
ろ
に
居
合
せ
候
者
ど
も
追
ひ
追
ひ
に
駆
け
来
り
、
取
り
押
さ
へ
申
し
候
。

さ
て
最
前
倒
れ
申
さ
れ
候
上
野
殿
を
尋
ね
候
へ
ど
も
一
向
に
見
え
申
さ
ず
、
右
の
騒
ぎ
の
中
に
何
人
か

介
抱
致
し
引
き
退
け
候
や
、
そ
の
近
所
に
は
見
え
申
さ
ず
候
。
後
に
承
り
候
へ
ば
豊
前
殿
・
下
総
殿
な
ど

駆
け
付
け
て
上
野
介
殿
を
引
き
起
こ
し
候
へ
ど
も
、
老
人
の
手
負
ひ
ゆ
ゑ
、
一
向
正
気
も
こ
れ
無
く
候
へ

ば
、
両
人
し
て
引
き
抱
へ
、
御
医
師
の
間
の
方
へ
連
れ
行
き
申
さ
れ
候
由
に
御
座
候
。

そ
れ
よ
り
内
匠
殿
を
ば
大
広
間
の
後
の
方
へ
何
れ
も
大
勢
に
て
取
り
囲
み
参
り
申
し
候
。
そ
の
節
、
内

匠
殿
申
さ
れ
候
は
、
上
野
介
事
こ
の
間
中
意
趣
こ
れ
あ
り
候
ゆ
ゑ
、
殿
中
と
申
し
今
日
の
事
か
た
が
た
恐

れ
入
り
侯
へ
ど
も
、
是
非
に
及
び
申
さ
ず
、
打
ち
果
た
し
候
由
の
事
を
、
大
広
間
よ
り
柳
之
間
溜
り
、
御



廊
下
杉
戸
の
外
ま
で
の
内
に
、
幾
度
も
繰
返
し
繰
返
し
申
さ
れ
候
。
そ
の
節
の
事
に
て
せ
き
申
さ
れ
候
ゆ

ゑ
、
こ
と
の
ほ
か
大
音
に
て
こ
れ
あ
り
候
。
高
家
衆
は
じ
め
取
り
囲
み
参
り
候
衆
中
、
「
も
は
や
事
済
み

候
間
、
だ
ま
り
申
さ
れ
候
へ
。
あ
ま
り
高
声
に
て
い
か
が
」
と
申
さ
れ
候
へ
ば
そ
の
後
は
申
さ
れ
ず
候
。

こ
の
時
の
事
ど
も
、
後
に
存
じ
出
し
候
に
、
内
匠
殿
心
中
察
し
入
り
候
。
吉
良
殿
を
討
ち
留
め
申
さ

れ
ず
候
事
さ
ぞ
さ
ぞ
無
念
に
あ
り
し
な
ら
ん
と
存
じ
侯
。
誠
に
不
慮
の
急
変
ゆ
ゑ
、
前
後
の
思
慮
に

及
ば
ず
、
右
の
ご
と
く
取
り
扱
ひ
候
事
是
非
な
く
候
。
さ
り
な
が
ら
こ
れ
ら
の
儀
は
一
己
の
事
に
て

朋
友
へ
の
義
の
み
な
り
。
上
へ
対
し
て
は
、
か
や
う
の
議
論
に
及
ば
ぬ
は
勿
論
な
れ
ど
も
、
老
婆
心

な
が
ら
か
れ
こ
れ
と
存
じ
め
ぐ
ら
し
候
事
も
多
く
候
。
…
…
（
後
略
）
…
…

（
梶
川
氏
日
記
）

④
年
始
公
家
衆
御
馳
走
人
浅
野
内
匠
頭
は
、
松
平
安
藝
守
殿
の
家
の
分
か
れ
、
高
五
万
石
が
兼
ね
て
吉
良

と
挨
拶
宜
し
か
ら
ず
。
殊
に
度
々
伝
奏
屋
敷
に
て
も
、
吉
良
は
高
家
年
老
の
人
に
て
、
内
匠
殿
は
年
若
、

尤
も
公
家
衆
な
ど
へ
挨
拶
等
も
い
ま
だ
初
々
し
き
に
よ
り
、
吉
良
を
相
頼
る
と
い
へ
ど
も
、
と
か
く
吉
良

何
と
や
ら
ん
厳
め
し
く
、
内
匠
兼
々
存
じ
よ
ら
る
由
。

然
る
所
に
三
月
十
四
日
公
家
衆
登
城
、
そ
の
日
御
返
答
の
御
儀
式
、
尤
も
何
も
し
ゃ
う
ぞ
く
な
り
。
い

ま
だ
表
へ
起
成
な
さ
れ
ざ
る
時
、
大
廊
下
千
鳥
の
間
の
先
の
方
へ
吉
良
相
詰
め
罷
り
あ
り
。
内
匠
頭
は
千

鳥
の
間
の
方
よ
り
来
る
。
そ
の
席
を
を
い
て
堪
忍
な
ら
ざ
る
事
に
や
、
惣
じ
て
内
匠
頭
は
気
短
か
な
る
兼

ね
て
人
の
由
、
吉
良
を
見
付
け
て
小
さ
刀
を
抜
き
打
ち
に
眉
間
を
切
る
。
烏
帽
子
に
当
た
り
、
烏
帽
子
の
縁ふ

ち

ま
で
に
て
切
り
止
ま
る
。
時
に
吉
良
横
う
つ
向
き
に
な
る
と
こ
ろ
を
二
の
太
刀
に
て
背
を
切
る
。
こ
れ
も

刀
の
寸
は
短
く
、
そ
の
身
は
気
せ
き
、
太
刀
先
下
が
り
、
や
や
皮
肉
の
間
ま
で
、
長
さ
は
六
寸
余
も
切
れ

る
。
疵
浅
し
。
額
の
疵
は
骨
に
当
た
り
、
少
々
疵
深
し
。

時
に
御
留
守
居
御
番
梶
川
与
三
兵
衛
と
云
ふ
人
、
兼
ね
て
表
向
へ
出
ざ
る
役
柄
な
れ
ど
も
、
そ
の
節
、

御
奥
方
の
御
用
聞
き
合
わ
せ
の
事
こ
れ
あ
り
、
右
の
席
へ
居
合
わ
せ
、
二
の
太
刀
切
り
付
る
と
こ
ろ
を
、

与
三
兵
衛
内
匠
を
組
み
留
む
る
。
そ
れ
よ
り
双
方
押
し
別
け
、
内
匠
に
は
大
勢
番
人
付
き
、
吉
良
は
高
家

衆
の
部
屋
ま
で
引
き
取
る
。
当
番
本
道
方
は
津
軽
意
三
、
外
科
方
は
坂
本
養
慶
、
ま
づ
血
を
止
め
療
治
致

す
べ
し
と
大
目
付
衆
よ
り
指
図
こ
れ
あ
り
、
薬
を
用
ゐ
外
治
致
さ
る
と
い
へ
ど
も
、
血
止
ま
ら
ず
元
気
薄

く
な
る
。

こ
れ
に
依
り
、
御
老
中
御
指
図
の
由
に
て
大
目
付
仙
石
丹
波
守
、
公
家
衆
の
内
、
畠
山
下
総
守
へ
申
さ

れ
候
は
、
栗
崎
道
有
を
早
く
召
し
て
療
治
致
す
べ
し
と
の
事
に
付
き
、
畠
山
下
総
守
よ
り
急
ぎ
手
紙
上
封

し
て
御
小
人
目
付
衆
私
宅
へ
右
の
手
紙
持
来
る
由
。
吾
は
そ
の
節
、
神
田
明
神
下
酒
屋
伊
勢
屋
半
七
と
申

す
者
、
癰
腫
を
煩
ひ
療
治
最
中
の
時
、
宿
よ
り
右
の
封
じ
状
急
ぎ
持
ち
来
た
る
。
披
見
す
る
に

よ
う
し
ゆ

只
今
殿
中
に
於
い
て
吉
良
上
野
介
不
慮
の
儀
こ
れ
あ
り
、
手
負
に
付
き
、
大
目
付
仙
石
丹
波
守
指
図

の
ま
ま
申
し
遣
し
候
間
、
早
々
急
ぎ
登
城
こ
れ
あ
る
べ
く
候
。
以
上

三
月
十
四
日

畠
山
下
総
守

栗
崎
道
有
様

右
の
ご
と
く
の
文
言
に
て
封
状
来
る
。
吾
た
だ
ご
と
に
存
ぜ
ず
、
大
勢
手
負
も
こ
れ
あ
り
や
、
ま
づ
急

ぎ
登
城
致
す
と
こ
ろ
に
、
大
手
の
御
門
よ
り
人
止
め
に
て
、
誰
を
も
出
入
ひ
し
と
相
止
む
時
に
、
吾
名
を

申
し
立
て
、
御
用
召
に
て
登
城
致
す
由
申
す
に
付
き
、
相
違
な
く
御
門
々
を
通
る
。
中
の
御
門
に
て
御
小

人
衆
の
出
向
ひ
、
早
く
罷
り
越
す
べ
き
の
使
の
由
、
さ
て
直
ち
に
ま
づ
吉
良
殿
部
屋
ヘ
の
ぞ
き
、
見
分
す

る
に
、
内
外
当
番
の
医
師
、
付
き
添
ひ
居
り
申
さ
れ
ど
も
、
血
い
ま
だ
止
ま
ず
、
ひ
た
と
生
あ
く
び
出
て
、

せ
つ
死
そ
り
気
も
付
く
べ
き
や
と
思
は
れ
、
…
…
（
中
略
）
…
…

一
、
治
し
方

額

筋
交
眉
間
の
上
の
骨
切
れ
る
。
疵
の
長
さ
三
寸
五
、
六
分
、
熱
湯
に
て
あ
た
た
め
洗
ひ
、

ひ
た
い
す
ぢ
か
ひ
ま
み
や
い

小
針
小
糸
に
て
六
針
縫
ひ
、
直
に
う
す
め
ち
ゃ
を
付
け
ふ
た
に
も
薬
を
付
く
る
。
背
の
疵
浅
し
。
然
れ
ど

も
三
針
縫
ひ
、
仕
掛
け
薬
右
同
断
な
り
。
巻
木
綿
は
幸
い
下
着
の
白
帷
子
を
引
き
さ
き
、
随
分
手
ぎ
は
よ

く
巻
き
包
み
置
き
て
、
さ
て
部
屋
中
血
に
な
り
た
る
衣
類
を
吉
良
挟
み
箱
へ
入
れ
さ
せ
、
畳
へ
も
方
々
血

流
れ
、
穢
ら
は
し
く
見
ゆ
る
ほ
ど
の
物
を
吉
良
家
来
に
申
し
付
け
て
掃
除
致
さ
せ
、
か
や
う
の
事
こ
れ
あ

り
、
殿
中
よ
り
役
人
衆
こ
れ
へ
参
ら
れ
、
穢
れ
の
体
に
て
御
座
席
へ
も
出
ら
れ
が
た
く
こ
れ
あ
る
べ
き
の

間
、
随
分
部
屋
む
さ
か
ら
ぬ
様
に
と
我
等
と
も
ど
も
掃
除
を
致
し
、
そ
れ
よ
り
吉
良
気
を
し
づ
め
、
湯
呑

所
よ
り
湯
を
取
り
寄
せ
、
茶
碗
に
食
を
入
れ
湯
漬
け
に
し
て
焼
塩
少
々
相
求
め
、
二
碗
湯
漬
け
を
こ
れ
用

ふ
と
、
ひ
と
し
ほ
元
気
常
の
ご
と
く
に
見
え
る
な
り
。

右
に
言
ふ
、
ひ
た
と
あ
く
び
い
で
、
く
た
び
れ
相
見
ゆ
る
は
、
血
の
い
で
は
し
り
た
る
ば
か
り
に
て
は

こ
れ
無
く
、
早
朝
よ
り
罷
り
出
で
、
胃
の
気
弱
く
成
る
ゆ
ゑ
と
考
へ
、
彼
の
食
を
求
む
、
御
台
所
に
て
病

人
手
負
い
に
用
ゆ
る
と
申
し
て
は
穢
れ
に
も
な
る
べ
き
や
、
御
同
所
目
付
衆
く
れ
申
さ
れ
ま
じ
き
事
も
こ

れ
有
る
べ
く
と
思
ひ
、
右
の
通
り
に
て
食
を
求
め
て
こ
れ
用
ふ
る
な
り
。
…
…
（
後
略
）
…
…

（
栗
崎
道
有
記
録
）


